
 

 

 

 

 

 

「働くということ」  

教頭  青  木    淳  

日ごとに家の窓から朝日が差し込む時間が遅

くなり、日増しに厳しくなる寒さで、毎朝布団か

ら抜け出すのが一苦労という時期になってきま

した。11月の半ばには道内の多くの地域で初雪

が降るなど、もう目の前まで冬が迫ってきてい

ます。 

さて、中学部では11月を進路指導月間に設定

し、それぞれの学年に応じて「働くとはどういう

ことか」、「高校や高等部ではどのようなことを

学ぶのか」、「社会人になった時に必要なことは

何か」などについての学習を進めています。 

ところで、厚生労働省などの調査によると、就

職後１年以内で離職した人の割合は、高校や短

大などを卒業した方で15～20％、大学を卒業し

た方で10～15％であるのに対して、身体に障が

いのある方の割合は約40％になるそうです。も

ちろんここには聴覚障がいだけではなく、視覚

障がいや肢体不自由等のある方も含まれている

のですが、このデータを踏まえて、本校を含め多

くの特別支援学校では、「どこへ就労するか（就

職することがゴール）」ではなく、「どこへ就労す

れば、仕事を続けて自分らしく生きていけるか

（就職はあくまでもスタート地点で自己実現を

目指す）」という考えをもちながら進路指導や卒

後支援を行っています。 

11月の中学部朝会では、教頭から生徒の皆さ

んへ「改めて自分自身を見つめ直し、自分の得意

なことや苦手なこと、もし趣味や特技などの好

きなことを仕事にしたら、続けていけるだろう

か、そのようなことを考えてみてください。」と

いう話をしました。就いた仕事を長く続けてい

くためには、仕事に就くまでに「この仕事は自分

の良さを生かせるだろうか、自分に向いている

だろうか？」というマッチングも重要になって

くるかと思います。もし、そこでミスマッチに気

付くことができ、時間に余裕があれば方向転換

することも可能ですが、卒業・就職までの期間が

目の前まで迫ってきてしまうと、そのようなこ

とも言ってられなくなります。そのため、マッチ

ングにつながる前段階として自分自身を理解し

てもらいたいと願い、日頃からの指導を行って

います。 

そのような中、今年度第２回目の英語検定が

行われ、受検した４名の生徒が全員合格という

嬉しい知らせが届きました。今回合格できた４

名の生徒も、始業前や放課後の補習など、地道な

取組を積み重ねての成果になります。このよう

な資格や検定試験に挑戦し、成果を挙げること

は、ただ単に履歴書などに記載できる資格が取

得できたことに留まらず、自身のこれまでの学

習の道のりを振り返るとともに、学んだことに

自信をもち、更なるステップアップを目指すと

いう自己認識・自己理解につながっているもの

だと考えます。 

本校の２学期終業式まで残り１か月となりま

した。あわただしい師走を迎えますが、67人の

子どもたちが２学期の学びの道のりを振り返り、

３学期の学びを見通すことができるような１か

月にしていきたいと思います。保護者の皆様に

おかれましても、引き続き本校の教育活動への

ご理解とご協力をお願いいたします。
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２ 日 （ 金 ） も ち つ き （ 幼 ）  

５ 日 （ 月 ） 朝 会 （ 中 ） ALT（ 中 ）  

６ 日 （ 火 ） 二 計 測 （ 幼 ）  

７ 日 （ 水 ） 誕 生 会 （ 幼 ）  

９ 日 （ 金 ） も ち つ き （ 乳 ）  

１ ２ 日 （ 月 ） 朝 会 （ 小 ）  

１ ４ 日 （ 水 ） ク リ ス マ ス 会 （ 幼 ）  

      耳 鼻 科 相 談 日  

１ ６ 日 （ 金 ） セ レ ク ト 給 食  

２ ０ 日 （ 火 ） 友 和 会 （ 舎 ）  

２ １ 日 （ 水 ） ス ポ ー ツ 大 会 （ 中 ）  

２ ２ 日 （ 木 ） 大 掃 除 （ 小 ）  

      ク リ ス マ ス 会 （ 舎 ）  

２ ３ 日 （ 金 ） 第 2 学 期 終 業 式  

      ク リ ス マ ス 会 （ 乳 ）  

      大 掃 除 （ 中 ）  

      不 審 者 侵 入 対 応 訓 練  

２ ４ 日 （ 土 ） 冬 季 休 業 日  

（ 幼 ・ 小  ～１月 １ ６ 日 ）  

（  中   ～１月 １ ２ 日 ）  

２ ９ 日 （ 木 ） 学 校 閉 庁 日 （ ～ 1 月 ３ 日 ）  

進路講話  
中学部では１１月１６日に進路講話として、札幌商工会議所付属専門学校の先生を講師にお招きして「ビジネス

マナー講座」を開催しました。生徒たちは、将来自分が働く姿や面接を受ける姿をイメージしながら、お客様との

接し方、あいさつの仕方、敬語の使い方など、社会でのマナーの基本について真剣に学んでいました。  

この後、１年Ａ組は職場体験学習、２年Ａ組は高聾見学、１･２年Ｃ組は校内実習、３年生は高校入試にむけた諸

準備に取り組みます。生徒たち一人一人が、自分自身を見つめ、自己の将来や進路について考えを深めてほしいと

思っています。 （文責：三林） 

学習発表会を終えて  
今年度は３年ぶりに土曜日開催となりました。感染予防のため学部・グループごとの入れ替え制で行いましたが、

保護者の皆様には、人数制限や短時間での移動など様々な面で御協力をいただき、誠にありがとうござました。  

 おかげさまで、子どもたち一人一人が平素の学習活動の成果を十分に発揮し、仲間と力を合わせた素敵な学習発

表会となりました。子どもたちのがんばりをあたたかく見守り、応援していただき心からお礼申し上げます。保護

者の皆様からいただいた子どもたちへのメッセージは、廊下に掲示させていただきます。（文責：板垣）  

令和４年度    第２学期終業式について  
１ 期 日  令和４年１２月２３日（金） 

             冬季休業日  

       幼稚部・小学部：令和４年１２月２４日（土）～令和５年１月１６日（月） 

              中学部：令和４年１２月２４日（土）～令和５年１月１２日（木） 

２ 日 程 

（１）幼稚部 

９：３０～１０：００ 学級指導 

１０：００～１０：１５ 終業式 

     １０：２０～１０：３０ 学級指導 

     １０：３０～１１：００ 学級懇談 

（２）小学部 

８：５０～ ９：００ 終業式 

９：０５～ ９：３５ 学級指導 

            ９：４５～１０：３０ 学級懇談、放課 

（３）中学部 

           １、２校時          授 業  

１０：４５～      終業式 

１１：００～１１：３５ 掃除・学級指導、放課 

（４）乳幼児相談室 

１０：３０～      クリスマス会 

３ その他 

    ・下校時刻は、幼稚部３歳が１１時５分、４歳が１１時１０分、５歳が１１時１５分、 

     小学部が１０時３０分、中学部が１１時３５分となります。 


